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太平洋地域の音楽に親しもう
芸術科（音楽） 居城勝彦
学校教育における音楽の学習で教材とする音楽は、さまざまな時代や地域の音楽作品や音楽文化を対象として広く選択することが可能である。すなわち、ある音楽作品を取り上げ、その音楽的特徴に着目して良さや美しさを感じ取って演奏したり文化的価値を見出したりといった音楽作品の芸術性に焦点を当てた活動、その音楽作品や音楽文化を生み出した人々の暮らし、地域の風土、文化や歴史などに着目し、社会の変化や文化の発展と音楽に深い関わりがあることに気づくといった音楽作品や音楽文化の成立背景に焦点を当てた活動など、さまざまな目標や学習内容の設定が可能となっている。

  　しかし、さまざまな地域の音楽文化を取り上げることが可能であるとしながら、なかなか題材として取り上げることがなかった地域があることも確かである。その１つに太平洋地域の音楽が挙げられる。これまで、世界の音楽の１つとして太平洋地域の音楽を鑑賞教材として取り上げることはあっても、太平洋地域の音楽を中心として表現や鑑賞を展開する実践はあまり行われていないだろう。そこで、本実践では、生徒にとって触れる可能性が高く、演奏を通して音楽文化やその周辺に触れられると考えられる太平洋地域の音楽として、ハワイアン音楽を取り上げ、ウクレレの演奏経験を通して音楽文化の成立背景に目を向ける実践を試みる。授業づくりの視点として、

・生徒たちは身近に感じる地域だが、この地域の史実を通史として知る機会がほぼない。

・ウクレレは生徒にも扱いやすく、手軽な楽器である。

・器楽として演奏するだけでなく、歌唱を伴う弾き歌いも可能である。

・器楽領域や歌唱領域から導入し、鑑賞を加えて思考し、演奏後に省察する学習過程は音楽科の学習における多くの領域をカバーできる。

という４点を考えた。

本実践では「自らが演奏した音楽（ウクレレによるハワイアン音楽の弾き歌い）からその成立背景に迫ること」を大事にしている。その理由は、鑑賞活動から始まるよりも、その音楽文化と学習者自身の距離が近くなるからである。このような学習過程を踏むことで、楽曲演奏を通してより自分ごととして音楽文化やその成立背景に向き合うことが可能であるからと考えている。

また、大航海時代以降に太平洋地域へ入ってきた西洋由来の音楽、文化変容の中で自分たちのハワイ文化を大事にしようとした人々の営み、過去から現在に至る日本とハワイの関係 、アメリカ側の商業主義の視点から見るハワイアン音楽、といった視点からハワイの音楽文化の現在を考えることも単元構成の中に取り入れることとした。

研究協議会
12:45〜14:15

（研究協議会）

音楽の活動を通して地球市民を育てるために必要な視点とは何かを考える
芸術科（音楽）　居城勝彦
さまざまな時代、地域の音楽を学習対象とする芸術科（音楽）では、活動を通して地球市民を育てることが可能であると考えている。地球市民についてはさまざまな説明の仕方があるが、宇田川晴義が提示する４つのイメージを参考とした。

1.自己を育てた社会を理解し、自分を取り巻く社会の中でいかに生きるかの選択・決断ができる人。
2.他者の人権を認め、共生の哲学に基づいて行動できる人。
3.普遍的でグローバルな諸問題を自らの問題と考え、そして地球的視座に立って行動できる人。
4.総合的な教養を持つ人。

この４つのイメージは、本校が研究テーマとしている「生徒Agency」に重なる部分が多いと考えている。
これまで、本校芸術科（音楽）では、労働力として連れてこられた奴隷たちによるアフリカの音楽文化がスピリチュアル（霊歌）やゴスペル、サンバ、カポエイラとしてそれぞれの地域の音楽文化となっていることを教材化してきた。また、ヨーロッパの作曲家たちが魅力的に感じたロマの音楽を自身の作品に音楽的要素として取り入れたことも教材化した。生徒たちが学習で触れた音楽文化の成立背景や音楽的要素を比較したり、他の音楽文化と関連させて考えたりしやすいカリキュラムマネージメントを行い、地球市民を育てようとしてきた。
今回の音楽Ⅰの実践では、太平洋地域の中からハワイの音楽文化を取り上げた。その理由は「教育において日本が環太平洋の国家であり、太平洋資源に大きく依存し、歴史的な関わりを持ってきたことは強調されない。これは戦後の⺠主主義教育における戦争への反省もあり、「南洋」統治や太平洋侵攻の歴史に触れられることは、ほとんどなく、日本の児童生徒及び教師の「太平洋」意識や歴史認識、社会的なまなざしの欠如がおこっていると考えられる。一方、観光産業では日本人旅行客の誘致は盛んであり、「南国の楽園」「島人の笑顔」のステレオタイプが増強されてきた。」という中山の指摘
に依拠している。音楽の学習としては、ウクレレによるハワイアン音楽の弾き歌い経験を通して自分を取り巻く社会におけるハワイアン音楽を考えることや、ハワイアン音楽の辿った歴史を関わった人々の視点から考えることを通して、ハワイアン音楽に内在する諸問題を自らの問題としても考えることを目指している。一連の学習を通して、生涯に渡り触れていくさまざまな音楽に対してヒトの移動や人々の営みにも思いを馳せることができる、地球市民としての視点を持った生徒が育つのではないかと考える。
� 宇多川晴義（2001）「新しい教育のパラダイムを求めて」『地球市民への入門講座　グローバル教育の可能性』宇田川晴義監修、三修社。


� 中山京子(2022)「ポストコロニアル時代における環太平洋意識の育成-連隊生を養う教材開発に向けて-」日本国際理解教育学会第31回大会自由研究発表。
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